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モニタリング結果の評価方法の合理化について

1

ご議論いただきたい内容

震災から10年以上経過し、モニタリング結果が蓄積されてきたところ。ついてはこれらの結果を踏まえ、モ
ニタリング結果の評価方法の合理化についてご議論いただきたい。

○全国の放射性物質のモニタリング

・水準調査の参照について

・自然核種に対する、水質中K-40と海水の影響の評価及び底質ウラン系列・トリウム

系列の核種の評価について

・人工核種：Cs-137/Cs-134比の状況の評価について

○福島県及び周辺地域のモニタリング

・検出値の相対的な濃度レベルの評価について
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全国の放射性物質のモニタリング（水準調査の参照について）

水準調査の参照については、全国モニタリング開始の平成26年度調査から「通常の幅」として参照してき
たところ。モニタリング開始当初と比べ、本モニタリングのデータが十分に蓄積されてきていることから、全
国モニタリングの蓄積データのみで「通常の幅」とすることについてご検討いただきたい。

通常の幅の比較 （R3公共用水域・水質）

これまでのデータ構築（水準調査含む）

試料数 826 2093 1980 791 2445

検出数 713 1914 343 18 258

試料数 791 791 791 791 791

検出数 702 744 30 18 120

※全国モニタリングの結果のみを参照すると、Be-7のみ

通常の幅に比較的大きな変化が見られた。

太線：全国モニタリング、細線：水準調査
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全国の放射性物質のモニタリング（水準調査の参照について）

通常の幅の比較 （ R3公共用水域・底質）

これまでのデータ構築（水準調査含む）

試料
数 770 998 770 960 770 770 770 770 770 852 900

検出
数 770 998 758 64 426 757 768 769 763 116 380

試料
数

770 770 770 770 770 770 770 770 770 770 770

検出
数

770 770 758 32 426 757 768 769 763 104 241

太線：全国モニタリング、細線：水準調査
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4

全国の放射性物質のモニタリング（水準調査の参照について）

通常の幅の比較 （ R3地下水）

これまでのデータ構築（水準調査含む）
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試料数 769 1333 769 769 769

検出数 667 1049 23 22 36
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太線：全国モニタリング、細線：水準調査



全国の放射性物質のモニタリング（自然核種の評価について）

5

①水質中K-40と海水の影響
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②底質ウラン系列・トリウム系列の核種

※年度ごとのデータを用いて評価を実施中
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Pb-214 放射能濃度 [Bq/kg(乾泥)]

底質 ウラン系列核種の相関

相関係数 Bi-214

Pb-214 0.97
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Bi-212

Ac-228

Tl-208

底質 トリウム系列核種の相関

相関係数 Ac-228 Bi-212 Tl-208

Pb-212 0.98 0.96 0.98

以下２つの評価については、開始2年目から評価を継続して実施し、同様の結果が得られているところ。
（論点） 本評価を継続することの要否について

※累積として評価を実施中

（p25～29）



全国の放射性物質のモニタリング（人工核種：Cs-137/Cs-134比の状況の評価）

（参考：半減期を考慮したCs-134とCs-137の濃度比の時間変化）
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Cs-134 [Bq/kg(乾泥)]

核種
半減期
[年]

平成23年3月 平成25年3月 平成27年3月 平成29年3月 平成31年3月 令和3年9月

Cs-134 2.0648 1 0.51 0.26 0.13 0.068 0.030

Cs-137 30.1671 1 0.96 0.91 0.87 0.83 0.79

1 1.87 3.50 6.54 12.2 26.5Cs137／Cs134

Cs-134とCs-137 の濃度比の状況の評価について

（現状）

• 事業開始当初より継続して評価が実施されている

• Cs-134とCs-137は、１：１という仮定に基づいて評価

• 単年度のサンプルで評価

• 現状、十分な累積データがある

（論点）

• 本評価を継続することの要否について

底質

（p36）



福島県及び周辺地域のモニタリング（結果：濃度レベル）

7例：沿岸底質の濃度レベル設定
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＝208Bq/kg以上
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沿岸底質

検出値の相対的な濃度レベルの求め方

A) 放射性セシウムの全調査結果を用いて、地点ごとに平均値

（算術平均。不検出はゼロで算出。）を求める。

B) 河川、湖沼、沿岸別に全ての地点平均値を数値の大きさ順に

並べ、各地点が上位何パーセンタイルに属するかを、以下に

設定した５区分により示してる。

• 区分A：全体の上位５パーセンタイル以上

• 区分B：全体の上位 5～ 10パーセンタイル

• 区分C：全体の上位10～ 25パーセンタイル

• 区分D：全体の上位25～ 50パーセンタイル

• 区分E：全体の上位50～100パーセンタイル

浜通り 中通り 会津 地点数 比率

A
全体の上位

5ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ以上
405 以上 0 0 9 0 0 1 0 1 8 0 0 19 4.8

B
全体の上位

5～10ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ
226 ～ 405 0 1 6 1 2 3 0 0 7 0 0 20 5.1

C
全体の上位

10～25ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ
76 ～ 226 0 7 11 11 3 11 0 2 14 0 1 60 15.2

D
全体の上位

25～50ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ
30 ～ 76 5 14 12 19 1 21 10 4 12 0 1 99 25.0

E
全体の上位

50～100ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ
30 未満 17 21 15 13 20 17 46 41 6 2 0 198 50.0

22 43 53 44 26 53 56 48 47 2 2 396 100.0

千葉県 埼玉県 東京都
総計

合計

区分
区分の意味合い
（図4.1.2-7参照）

【河川 底質】
数値の範囲
[Bq/kg（乾泥）]

該当する地点数

岩手県 宮城県
福島県

茨城県 栃木県 群馬県

例：河川底質の濃度レベル比較表

（現状）
・河川、湖沼、沿岸別に全ての地点平均値を数値の大きさ順に
並べてパーセンタイルで区切っているもの。
・全体的に安定した減少傾向であるため、前年度と比べて、こ
の表の変化は微少。
・地域間を比較する表であり、高濃度の地点を有する地域が継
続して高濃度である事がわかる状況

（論点）
・データの累積により、絶対的濃度の経年的推移が把握出来る
状況で、相対的な評価を継続的に実施する必要はあるか。
・（必要が無い場合）都県ごとの新たな評価方法はどうするか

（p60～）



福島県及び周辺地域のモニタリング（結果：濃度レベル）

8

0 100 200 300 400
検体数

岩手県不検出（10Bq/kg未満） 10～100Bq/kg未満 100～1,000Bq/kg未満

1,000～10,000Bq/kg未満 10,000～100,000Bq/kg未満 100,000～1,000,000Bq/kg未満

0 100 200 300 400

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和3年度

検体数福島県(中通り)
0 100 200 300 400

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和3年度

検体数福島県(会津)
0 100 200 300 400

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和3年度

検体数茨城県

0 100 200 300 400

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和3年度

検体数栃木県
0 100 200 300 400

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和3年度

検体数群馬県
0 100 200 300 400

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和3年度

検体数千葉県

0 100 200 300 400

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和3年度

検体数岩手県
0 100 200 300 400

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和3年度

検体数宮城県
0 100 200 300 400

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和3年度
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放射性セシウムの検出状況の推移
「相対的な濃度レベル」が掲載されている直前に
は、濃度区分ごとにヒストグラム化した、放射性セ
シウムの検出状況の推移が掲載されており、以下
の例示の通り、経年的な各地域ごとの絶対的濃度
の推移は読み取れる。

例：河川底質中の放射性セシウムの検出状況の推移

資料１：「河川、湖沼、沿岸の底質における都県ごとの濃度レ
ベル及び増減傾向」で、都県ごとに「相対的な濃度レベル」を
用いてデータ評価が実施されているところ。

区分
区分の意味合い

（検出値の全体のﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ）
該当
地点数

対象地点

A 全体の上位5ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ 9 No.9、No.11、No.18、No.20、No.21、No.23、No.24、No.25、No.31

B 全体の上位5～10ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ 6 No.8、No.12、No.13、No.17、No.27、No.30

C 全体の上位10～25ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ 11 No.3、No.5、No.6、No.7、No.10、No.14、No.15、No.26、No.29、No.32、No.38

D 全体の上位25～50ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ 12
No.2、No.4、No.28、No.35、No.36、No.37、No.39、No.41、No.44、No.47、
No.48、No.52

E
全体の上位50～100ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ

（下位の50％）
15

No.1、No.16、No.19、No.22、No.33、No.34、No.40、No.42、No.43、No.45、
No.46、No.49、No.50、No.51、No.53

1 地蔵川 浜畑橋 新地町 0 0 0 0 4,400 251 2.81

2 小泉橋 49 84 67 49 5,300 368 1.90

3 百間橋 97 410 217 46 2,900 811 0.71

4 堀坂橋 29 85 43 21 2,300 358 1.14

5 百間橋 36 337 105 0 490 77 1.06

6 落合橋 33 200 96 33 4,000 274 1.80

7 真島橋 27 659 203 27 28,000 1,853 2.24

8 草野 190 970 386 120 5,700 883 1.19

9 小宮 220 1,570 621 187 7,900 1,553 1.05

10 木戸内橋 64 190 131 64 11,200 1,322 1.34

11 鮭川橋 110 1,967 1,134 41 13,100 2,600 1.14

12 石渡戸橋 221 321 282 221 61,000 5,493 1.59

13 矢川原橋 240 420 353 210 33,000 4,551 1.37

14 益田橋 97 342 188 97 60,000 5,774 1.69

15 JR鉄道橋 69 200 116 28 3,000 571 1.25

16 丸山橋 0 48 12 0 230 45 0.88

17 下川原橋 190 672 359 190 3,800 722 0.76

18 善丁橋 130 1,132 482 98 3,600 380 1.29

19 ハツカラ橋 0 15 8 0 1,500 76 2.65

20 室原橋 798 1,551 1,132 778 165,000 11,063 1.87

21 請戸橋 210 867 592 210 45,000 4,848 1.80

22 古道川
高瀬川合流前
(都路町古道下平)

田村市 13 76 28 13 1,410 153 1.46

23 高瀬川 慶応橋 浪江町 96 802 471 96 24,000 2,142 2.11

24 国道6号線西側 双葉町 323 586 496 323 18,300 3,192 1.07

25 中浜橋 浪江町 240 1,640 762 17 23,900 2,594 1.38

26 国道6号線西側 140 290 222 130 7,100 1,409 1.09

27 三熊橋 190 394 292 190 41,000 3,331 1.87

28 鍋倉橋 27 62 46 27 570 162 0.65

29 境川橋 66 170 100 66 830 375 0.53

30 国道6号線西側 120 504 278 90 3,600 1,103 0.79

31 小浜橋 293 788 570 71 40,000 2,629 2.14

32 井出川 本釜橋 楢葉町 67 110 84 67 3,500 347 1.50

33 川内川
木戸川合流前
(二股橋) 0 25 15 0 290 113 0.59

34 西山橋 0 41 13 0 690 69 1.37

35 長瀞橋 44 110 68 22 970 163 1.10

36 木戸川橋 22 69 47 22 2,500 275 1.45

37 浅見川 坊田橋 広野町 13 93 33 13 1,370 159 1.63

38 大久川 蔭磯橋 40 448 131 36 3,100 340 1.68

39 小久川 連郷橋 43 98 70 42 460 150 0.65

40 霞田橋 0 27 11 0 460 45 1.52

41 松葉橋 17 76 39 17 1,200 134 1.58

42 北ノ内橋 小野町 0 69 20 0 400 37 1.97

43 久太夫橋 0 37 17 0 440 41 1.89

44 六十枚橋 15 110 76 13 546 120 0.79

45 岩穴つり橋 0 29 9 0 620 109 1.23

46 夏井川合流前 0 40 15 0 735 71 1.77

47 島橋 0 180 50 0 1,280 88 2.19

48 みなと大橋 0 120 34 0 2,220 333 1.15

49 井戸沢橋 0 28 13 0 278 34 1.55

50 鮫川橋 10 43 25 0 440 58 1.00

51 四時川 小室橋 0 15 5 0 300 46 1.26

52 小塙橋 13 91 32 13 450 98 1.02

53 蛭田橋 0 31 17 0 2,020 296 1.60

3,382 0 1,967 217 0 165,000 1,385

3,281 ※１：測定値はCs-134とCs-137の合算(Bq/kg-dry)。

※２：平均値は算術平均。不検出＝0として算出。色分けは１）①の方法の区分評価。

※３：各地点の増減傾向を１）②の方法で分類した結果。

A B C D E

405以上 226～405 76～226 30～76 30未満

全試料数

検出回数

藤原川

蛭田川

好間川

夏井川

いわき
市

鮫川

仁井田
川

いわき
市

川内村

木戸川
楢葉町

富岡川

川内村

富岡町

熊川 大熊町

前田川

請戸川 浪江町

小高川

新田川

飯舘村

南相馬
市

太田川

真野川
南相馬
市

宇多川

小泉川

相馬市

平均値最小値 最大値 平均値
変動係数

増減傾向
(※３）

採取地点 令和3年度 平成23～令和3年度
推移

No. 水域名 地点 市町村 最小値 最大値

：増加傾向

：横ばい

：ばらつき

：減少傾向

：100Bq/kg以下

例：地点別にみた放射性セシウムの検出状況
（福島県浜通り：河川底質）
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